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令和６年第１回甲賀広域行政組合議会定例会会議録 

 

令和６年第１回甲賀広域行政組合議会定例会は、令和６年３月２６日 甲賀市水口町

水口６２１８番地 甲賀広域行政組合庁舎に招集された。 

 

１ 応招議員は、次のとおりである。 

１番  奥 村 則 夫 

２番  戎 脇   浩 

４番  谷 永 兼 二 

５番  山 岡 光 広 

７番  望 月   卓 

９番  大 島 正 秀 

１０番  松 原 栄 樹 

２ 不応招議員は、次のとおりである。 

３番  林 田 久 充 

６番  堀 田 繁 樹 

８番  松 井 圭 子 

３ 出席議員は、次のとおりである。 

出席議員は、応招議員と同じ 

４ 欠席議員は、次のとおりである。 

  欠席議員は、不応招議員と同じ 

５ 地方自治法第１２１条の規定により会議事件説明のため出席した者は、次のとおり

である。 

管理者      生 田 邦 夫 

副管理者     岩 永 裕 貴 

監査委員     大 角 勝 一 

会計管理者    松 岡 哲 也 

事務局長     川 島 辰 道 

事務局次長兼衛生課長 松 本 博 彰 

事務統括官兼総務課長 水 野 誠 治 

衛生担当課長兼衛生センター所長 中 溝 慶 一 

消防長      本 田 修 二 

消防次長兼危機管理課長 菊 田 和 広 

消防次長兼消防総務課長 西 澤 卓 也 

消防次長兼水口消防署長 松 田 武比古 

消防次長兼湖南中央消防署長 西 尾 幸 有 

６ 本会議の書記は、次のとおりである。 

中 島 史 尚 

山 本 恵美子 

水 田 雅 子 

小 林 慎 司 

７ 議事日程は、次のとおりである。 
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日程第１ 会議録署名議員の指名について 

日程第２ 会期の決定について 

日程第３ 議案第１号 甲賀広域行政組合監査委員条例の一部を改正する条例の制

定について 

日程第４ 議案第２号 甲賀広域行政組合手数料条例の一部を改正する条例の制定

について 

日程第５ 議案第３号 甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会設置条例の制

定について 

日程第６ 議案第４号 令和５年度甲賀広域行政組合一般会計補正予算（第４号） 

日程第７ 議案第５号 令和６年度甲賀広域行政組合一般会計予算 

日程第８ 一般質問について 

８ 会議事件は、次のとおりである。 

会議事件は、議事日程のとおりである。 

９ 会議の次第は、次のとおりである。 

（開会 午前９時００分） 

議  長（谷永兼二） 議会議員の皆様方、本日は何かと御多忙の中を組合議会に御出

席いただきまして誠にありがとうございます。 

     ただいまから、令和６年第１回甲賀広域行政組合議会定例会を開会します。 

     開議に先立ち、管理者から挨拶があります。 

 なお、本日の議会において、開会挨拶及び提案理由説明については、管理者

は自席で行われます。 

管理者。 

管 理 者（生田邦夫） 本日、令和６年第１回甲賀広域行政組合議会定例会を招集いた

しましたところ、議員各位には、御参集いただきまして誠にありがとうござい

ます。 

本組合議員をはじめ皆様に多大なるご心配をおかけしております、本組合に

おける新型コロナウイルスワクチン未接種者の対応事案等に関する問題につき

ましては、本組合ワクチン未接種者への対応事案等ハラスメント調査委員会か

ら、去る３月１５日に調査報告書 最終答申が提出されました。今後、調査報

告書 最終答申に基づき、懲戒審査委員会を開催し、関係する職員の処分を行う

ところです。 

一刻も早い事態の収束に向け、組織体制の再構築や、甲賀市、湖南市の住民

の皆様の信頼回復はもとより、本組合職員が安心して日常業務を行えるよう、

真摯に取り組んでまいりたいと考えておりますので、本組合議会議員の皆さま

におかれましても、引き続き、御支援と御鞭撻をお願い申し上げます。 

それでは、当面の報告を兼ねての御挨拶をさせていただきます。 

まず、衛生関係では、令和元年度末に契約し、２年度から着手しておりまし

た、ごみ処理施設基幹的設備改良工事については、先般、３月１３日に検査を

受け、無事完了いたしました。現在の操業状況としましては、焼却能力も回復

し、排ガス中の有害物質の測定値にも問題なく安定した操業が出来ております。 

また、令和６年度からは、ごみ焼却運転を民間に委託しますが、操業状況の

監視を徹底し、安定操業の継続に努めてまいります。 

続いて、消防関係につきましては、本年１月１日に発生しました令和６年能

登半島地震に、緊急消防援助隊 滋賀県大隊として、１月１日から１月１０日ま

で、本消防本部から２７名の職員を派遣し、石川県珠洲市で救助、救急活動に

従事しました。 

また、車両更新計画により信楽消防署の高規格救急自動車を更新し、２月１
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９日から運用を開始しております。地域住民の皆様の安心、安全を確保するた

め、職員一同、これからも全力を尽くしてまいります。 

本日、提案いたしますのは、条例案件３件、令和５年度補正予算案件、令和

６年度予算案件の合計５件です。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げ、開会に当たりま

しての御挨拶とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） 開会に先立ち、お知らせをいたします。林田久充議員、松井圭

子議員、堀田繁樹議員が、一身上の都合により本日の会議を欠席する旨の届け

出がありました。 

ただいまの出席議員は、７人です。 

 これから、本日の会議を開きます。 

（議会成立 午前９時０４分） 

議  長（谷永兼二） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。 

議  長（谷永兼二） 議事に先立ち、諸般の報告をします。 

     監査委員から、例月出納検査の結果についての報告が３件ありましたので、

その写しをお手元に配付しておきましたから、御了承願います。 

議  長（谷永兼二） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

会議録署名議員は、会議規則第７４条の規定によって、７番、望月卓議員、

９番、大島正秀議員を指名します。 

議  長（谷永兼二） 日程第２、会期の決定の件を議題とします。 

 お諮りいたします。 

 本定例会の会期は、本日１日限りにしたいと思います。 

 御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 異議なしと認めます。 

 したがって、会期は本日１日限りに決定いたしました。 

議  長（谷永兼二） 日程第３、議案第１号、甲賀広域行政組合監査委員条例の一部

を改正する条例の制定についてを議題とします。 

本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

 管理者。 

管 理 者（生田邦夫） 議案第１号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、地方自治法の一部改正に伴い、同法の条文に条ずれが生じたこと、

並びに条文の整理を行ったことから改正するものです。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから、議案第１号、甲賀広域行政組合監査委員条例の一部を改正する条

例の制定についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員であります。 

 したがって、議案第１号、甲賀広域行政組合監査委員条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第４、議案第２号、甲賀広域行政組合手数料条例の一部を

改正する条例の制定についてを議題とします。 
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本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

 管理者。 

管 理 者（生田邦夫） 議案第２号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、地方公共団体の手数料の標準に関する政令に定める手数料の標準額

が見直された改正政令が公布されたことにより、本組合手数料条例の標準事務

に係る額について所要の改正を行うものです。 

内容につきましては、別表に定める申請手数料について、手数料の額を改め

るものです。施行は令和６年４月１日とします。 

なお、今回の条例改正に伴う影響額につきましては、影響はありません。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。  

 これから議案第２号、甲賀広域行政組合手数料条例の一部を改正する条例の

制定についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第２号、甲賀広域行政組合火災予防条例の一部を改正する

条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第５、議案第３号、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討

委員会設置条例の制定についてを議題とします。 

本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

 管理者。 

管 理 者（生田邦夫） 議案第３号の提案理由を御説明申し上げます。 

本案は、地方自治法第１３８条の４第３項の規定に基づく附属機関として甲

賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会を設置するため条例の制定を行うも

のであります。 

令和６年度より、新ごみ処理施設建設に係る事務を本格的に進めるにあたり、

まず行う事務として、建設候補地の選定、整備に係る基本構想の策定等があり、

これらの事務を行うため、検討委員会を設置し、廃棄物処理に関する専門的知

見や、公平公正な幅広い視点からの検討、分析を行うこととします。 

条例の内容につきましては、委員会の組織のほか、委員の任期、委員会の実

施や庶務に関すること等を定めております。 

この条例は、令和６年４月１日から施行することといたします。 

なお、附則において、本組合特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部改正を行い、委員の日額を定めております。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますようお願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） これから質疑を行います。 

     質疑の通告がありますので、発言を許します。 

     ５番、山岡光広議員。 

５  番（山岡光広） それでは、上程されています議案第３号、甲賀市湖南市新ごみ

処理施設整備検討委員会設置条例についてお伺いしたいと思います。新しく設

置条例ができますのでこの機会にお伺いしたいと思います。 

条例案の第３条のところには、委員会は委員７人で組織するとありまして、

１つ有識者、２つその他管理者が必要と認める者とあります。そこで２点お尋
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ねをしたいと思います。 

有識者とは誰を、誰かを想定されているのか。２つ目は、その他管理者が必

要と認める者とありますけれども、対象者は念頭に置いておられるのかどうか、

この点お尋ねしたいと思います。 

議  長（谷永兼二） 質疑に対する答弁を求めます。 

     事務局長。 

事務局長（川島辰道） 山岡議員の質疑にお答えします。本条例第３条に対しての御質

問でございます。 

     １点目の有識者の想定につきましては、新ごみ処理施設の整備は、構成両市

の環境施策と密接な関係があることから、甲賀市、湖南市に設置されている環

境審議会の学識委員に参画をお願いしたいと考えております。この環境審議会

の会長を想定させていただき、各担当課と調整をしておるところでございます。 

２点目の、その他管理者が必要と認める者につきましては、滋賀県環境事務

所長、本組合構成両市の環境衛生担当部長に参画をお願いしたいと考えており、 

現時点では５名の委員構成と考えております。 

     以上、答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） 山岡議員。 

５  番（山岡光広） ありがとうございます。全体像が分かりました。 

     １点だけちょっとお尋ねします。第４条のところに委員の任期は事項が終了

するまでの期間、こういう風に書いています。令和６年度から設置をされると

いうことですけれども、おおよそですけれども、全体的にどのくらいの期間を

設けようという風に思っておられるのかその点お尋ねします。 

議  長（谷永兼二） 事務局長。 

事務局長（川島辰道） 失礼します。山岡議員の再質問にお答えいたします。 

     先ほど御説明させていただきました委員の任期についての御質問でございま

す。 

     本検討委員会は令和６年度から３箇年をかけて基本構想を計画する策定計画

であり、最低でも３箇年を要すると考えております。 

     以上、山岡議員の再質問に対する答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） これで、山岡光広議員の質疑を終わります。ほかに質疑はあり

ませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。  

 これから議案第３号、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会設置条例

の制定についてを採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第３号、甲賀市湖南市新ごみ処理施設整備検討委員会設置

条例の制定については、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第６、議案第４号、令和５年度 甲賀広域行政組合一般会計

補正予算（第４号）を議題とします。 

本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

 管理者。 

管 理 者（生田邦夫） 議案第４号の提案理由を御説明申し上げます。 
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     本補正予算案は、歳入歳出それぞれ１,７７１万８千円を減額し、歳入歳出予

算の総額を、それぞれ４５億８,３１５万７千円とするものでございます。 

歳入につきましては、衛生関係で浄化槽汚泥処分及びごみ処分実績から使用

料及び手数料を２００万円増額し、資源ごみ売却による収入３３万１千円を財

産収入に計上いたします。負担金につきましては、両市からの負担金を２,００

４万９千円減額いたします。 

歳出につきましては、衛生関係で、電気代の燃料費調整単価が想定よりおさ

えられたこと、ごみ処理施設基幹的設備の改良による運転効率の向上により電

気の使用量が減少したことから電気料金が減少しました。また、市指定ごみ袋

販売実績による販売手数料の減、契約額確定による工事請負費の減、ごみ処理

施設基幹的設備改良工事中の可燃ごみ外部搬出処理業務の委託が不要であった

こと等により、１,７７１万８千円の減額をいたします。 

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 本案については、質疑の通告がありませんので、質疑なしと認

め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。  

 これから議案第４号、令和５年度 甲賀広域行政組合一般会計補正予算（第４

号）を採決します。 

 本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

 したがって、議案第４号、令和５年度 甲賀広域行政組合一般会計補正予算

（第４号）は、原案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 日程第７、議案第５号、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計

予算を議題とします。 

本案について、管理者から提案理由の説明を求めます。 

 管理者。 

管 理 者（生田邦夫） 議案第５号の提案理由を御説明申し上げます。 

歳入歳出予算の総額は、３５億３,７５７万５千円、前年度当初予算と比較し

て、１１億７,３３２万１千円を減額いたしました。 

歳入につきましては、両市からの負担金を２７億９,９２１万円計上し、使用

料及び手数料につきましては、し尿処理、ごみ処分手数料等３億６,１５５万３

千円を計上しております。また、滋賀県消防学校派遣教官に対する県支出金と

して、８５５万円を見込んでおります。諸収入では、衛生関係における市指定

ごみ袋の販売と広告収入として１億５,５１２万３千円を見込み、消防関係では、

県防災航空隊派遣職員助成金を７８０万円、高速道路支弁金を６３０万円見込

んでおり、諸収入として１億７,２８６万２千円を計上しております。組合債に

つきましては、消防関係の車両更新に伴う消防施設整備事業として、１億８，

５９０万円の起債を行う予定としております。 

これらを財源とします主要な事業につきまして説明いたします。 

衛生関係では、１５年の延命稼働を目標にした基幹的設備改良工事が令和５

年度末をもって終了し、試運転、引渡性能試験でも、良好な結果が得られてお

ります。一方で１５年が経過しますと、本施設の稼働年数は、４４年を経過す

ることとなり、次期施設の建設に向けた検討を進めていく必要があることから、

施設基本構想策定業務委託として、３箇年事業費３,４４３万１千円のうち、令

和６年度事業分として、８６０万８千円を計上しております。また、衛生部門
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におきましては、従来から民間活力の導入を進めておりますが、令和６年度か

らごみ処理施設の運転管理を、民間事業者に委託することから、５,５００万円

を計上しております。 

消防関係では、救助工作車の更新を予定しており、１億９,０００万円を計上

しております。なお、細部につきましては、事務局から説明いたしますので、   

よろしく御審議の上、御決定賜りますよう、お願い申し上げます。 

議  長（谷永兼二） 事務局に対し、細部説明を求めます。 

事務統括官（水野誠治） 失礼します。 

令和６年度甲賀広域行政組合一般会計当初予算案について、詳細説明を行い

ます。令和６年度予算案については、持続可能な財政運営の確立のため、執行

時期や費用対効果を十分に検証し、常に創意工夫することを念頭に置き、歳入

歳出の両面で厳正に精査するなど、４項目を示した予算編成方針に基づき、総

務、衛生、消防それぞれの部門において、認識を共有し、予算編成に取り組み

ました。 

恐れ入りますが、お手元の参考資料、議案第５号関係、令和６年度甲賀広域

行政組合一般会計当初予算説明書をお目通し願います。 

まず、１ページを御覧ください。令和６年度当初予算の概要を御説明いたし

ます。 

令和６年度当初予算案の総額は、３５億３,７５７万５,０００円となります。

前年度当初予算と比べまして１１億７,３３２万１千円、２４.９１パーセント

の減額となります。衛生関係で４年間かけて実施した基幹的設備改良事業が完

了したことから、大幅な減額となっています。消防関係では、水口消防署配備

の救助工作車の更新、４箇年計画の３年目となる消防車両の運行状況を把握す

るＡＶＭ装置７台分の一部更新などが主な事業でございます。 

歳入から御説明いたします。予算説明書２ページを御覧ください。歳入につ

きまして、上段から構成両市からの分担金及び負担金の総額は、２７億９,９２

１万円で前年度比１億４,５０６万７,０００円、４.９３パーセントの減額計上

としております。主な内訳としては、基幹的設備改良事業の返済が始まるその

負担金が１億１,２６８万２,０００円、清掃関係負担金で５億８,３８０万

１,０００円、消防関係負担金が２０億１５８万２,０００円であります。 

使用料及び手数料は、当初予算額を３億６,１５５万３,０００円とし前年度

比２０８万５千円０.５７パーセントの減額計上としております。その内訳は、

行政財産使用料が８１万７,０００円、衛生関係のし尿処理手数料７２万２,０

００円及び消防手数料５０万円の減額となったためであります。 

国庫支出金は、基幹的設備改良事業が完了し、他の補助事業が無いことから

０です。 

県支出金は、消防関係における滋賀県消防学校への職員派遣により８５５万

円が今年度新たに発生しております。 

諸収入は、１億７,２８６万２,０００円で、前年度比６６万２,０００円

０.３８パーセントの減額計上としております。その内訳は、消防関係の高速道

路支弁金が６３０万円と昨年度より３１２万円増加しましたが、衛生関係の市

指定ごみ袋販売収入を実績から４５４万４,０００円の減額となりトータル６６

万２,０００円減額となります。 

組合債は、１億８,５９０万円、前年度比７億９６万円の減額計上をしており

ます。その内訳は、衛生債が無くなり、消防債のみとなったためです。 

続きまして、歳出についてです。予算書説明書３ページをお願いします。 

     目的別に、議会費８３万８,０００円で前年度比５万円６.３５パーセントの

増額としております。その内訳は、議員報酬、費用弁償、議会の開会に要する

費用等となっています。 
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令和６年度の組合議会開催につきましては、定例会２回、臨時会４回を計画

しております。 

総務費、９,１８９万６,０００円で 前年度比１,３４３万６,０００円、  

１７.１２パーセント増額となっています。その内訳は、人事、給与、財務、会

計等管理事務、各種システムに要する経費、人件費８名分等となっています。 

衛生費、１０億９,２７８万８千円、前年度比１３億９,６３０万１,０００ 

円、５６.１０パーセントの減額計上としております。その内訳は、し尿、浄化

槽汚泥、可燃ごみ等の処理、市指定ごみ袋の製造、流通販売に係る経費、施設

の維持補修の経費、人件費２３名分等、１億８，７５８万３，０００円となっ

ています。 

消防費、２０億９,５７８万３,０００円で前年度比２億２,０５２万２,００

０円、１１.７６パーセントの増額計上としております。内訳として、研修費、

貸与品費、庁舎管理費、消防活動に要する備品、指令システム等の保守費用、

消防車両の更新、点検整備費用、人件費２０８名分等となっています。 

     また、今年度は水口消防署配備中の救助工作車を更新する計画であります。 

公債費２億５,３２７万円前年度比１,１０２万８千円、４.１７パーセントの

減額計上としております。元利償還金、衛生関係１億２,５２６万５,０００円、

消防関係１億２,７８０万５,０００円、一時借入金利子２０万円となっていま

す。 

予算の性質別では、人件費対前年度比２,４２９万円の増となっております。 

特別職のほか、総務部門８人、衛生部門２３人、消防部門２０８     

人の人件費総額は１８億９,８６１万２,０００円となっています。  

物件費、対前年度比２,７９２万８,０００円で、３.１２パーセントの増、衛

生関係のし尿、ごみ等の処理に必要な光熱水費、薬剤費、燃料費、市指定ごみ

袋の製造、流通販売に係る費用、消防関係の消防活動に要する消耗品、消防車

両の点検整備費、指令システム等の保守費用、職員研修費等９億２,２３２万円

となっています。 

扶助費、対前年度比１７０万５,０００円、５.５４パーセントの減額です。

児童手当は２,９０６万円となっています。 

維持補修費、対前年度比７,６８５万７,０００円の増額、し尿処理、ごみ処

理施設、消防庁舎等施設や設備の修繕、維持に係る費用が２億６６９万４,００

０円となっています。 

補助費等、対前年度比２７万６,０００円の減額です。衛生関係の大阪湾圏域

広域処理場整備事業負担金、消防関係の滋賀県消防学校負担金等１,８０７万

４,０００円となっています。 

普通建設事業費、５ページ、対前年度比１２億８,９３８万７,０００円の減

額、衛生関係ではごみ処理施設新設に係る施設基本構想策定業務委託料８６０

万８,０００円、消防関係の救助工作車の更新等１億９,７９３万７,０００円、

合わせて２億６５４万５,０００円となっています。 

予備費、対前年度比０円、緊急な対応が必要となったときのための経費３０

０万円としています。 

地方債残高、将来世代の負担となる地方債現在高についてです。地方債現在

高は、令和６年度末見込額で２９億７,０２３万２,０００円となります。 

衛生債において、基幹的設備改良事業に係る借入分は増加となりますが、既

設建設分の償還が順次進んでおり減少となっています。 

消防債においては、計画的に行っている消防車両の更新、高機能消防指令施

設整備等の償還が進んでいますが、消防車両の更新に係る新規借入もあり増加

となっています。 

最後、別紙の令和６年度一般会計予算書の４ページを御覧ください。 
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債務負担行為です。予算書の４ページ、２表のとおり、債務負担行為として

令和７年度、触媒ろ布の購入３,９９３万円、２トンダンプの購入７５９万

２,０００円、施設整備基本構想及び委員会運営支援業務委託２,５８２万３,０

００円で設定しております。 

     以上、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計当初予算案の説明とさせていた

だきます。 

議  長（谷永兼二） これから質疑を行います。 

     質疑の通告がありますので、発言を許します。 

     ５番、山岡光広議員。 

５  番（山岡光広） それでは、上程されています、議案第５号、令和６年度甲賀広

域行政組合一般会計予算についてお伺いしたいと思います。 

     お伺いしたいのは、歳出の４款、消防費、１項、消防費、１目、常備消防費

です。消防費に係る人件費は１６億３,７０７万３,０００円、対前年比２.４６

パーセント増となっています。先ほどの御説明で、職員２０８人の人件費と説

明されています。 

     質疑ですので、質疑の範囲内でお伺いしたいと思い、５点お伺いしたいと思

います。 

     １つは、令和６年度４月１日時点の消防に係る消防体制の実数についてお伺

いします。 

     ２つ目は、そのうち４月からの新規採用分についてお尋ねをします。 

     ３つ目は、令和５年度で中途退職を含めて何人退職されたのかお伺いします。 

     ４つ目は、それらの原因によってその減員体制をどうカバーしておられるの

かお尋ねします。 

     ５つ目は、今後の消防関係の人員体制の計画及びその中でも救命士養成計画

についてお尋ねをしたいと思います。 

議  長（谷永兼二） 質疑に対する答弁を求めます。 

     消防長。 

消 防 長（本田修二） 失礼します。御質問をいただいております、まず４月１日の消

防に係る体制についてお答えいたします。当初予算に計上しております職員２

０８人につきましては、当初予算組み立ての際の人件費を積算する上でベース

となる職員数を条例定数の２０４名とし、この条例定数２０４名に派遣職員４

名、これは事務局出向２名、消防学校派遣教官１名、滋賀県防災航空隊１名を

加えた人数となる２０８名を人件費の積算根拠としたものでございます。その

上で御質問いただいております、４月１日のこの職員の体制につきまして、１

点目から４点目が関連するものとなるように思われますので、昨年４月１日現

在の職員数は２０３名でありました。既に一部で報道がなされておりますよう

に、上半期１３名が退職をいたしまして、下半期のこの３月３１日付けで７名

が中途退職予定となっており、今年度退職の総数は２０名となります。 

また、来年度の新規採用職員は、２１名を予定しておりまして、今年度退職

者２０名を除いた１８３名と新規採用職員を合わせますと、２０４名の職員数

となる予定でございます。 

しかしながら、２０４名のうち１名は、先ほど申し上げました消防学校への

学校教官として、又、もう１名は滋賀県防災航空隊の隊員として、それぞれ派

遣となっておりますこと、さらには２１名の新規採用職員うち、現役消防吏員

からの採用者が２名おりましたので、この２名を除く１９名が半年間、９月末

まで滋賀県消防学校に入校いたしますことから、実質、４月１日以降は、１８

３名の体制で業務を９月末まで行うこととなりまして、少なくとも初任教育修

了の９月末までは人員的に非常に厳しい状況が継続するということになってま

いります。 
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これら非常に厳しい状況でございますが、今年度の中途退職者が増えたこと

に伴いまして職員数の減少ということが要因となっておりますが、この職員体

制をカバーするために、各消防署の１当務当たりの最低人員の見直しを図ると

ともに、懸念される職員のさらなる業務負担の見直し、現有消防力の低下に至

らないよう、各所属が工夫をしながら体制維持に努めてまいりたいと考えてお

ります。 

５点目の、今後の消防関係の人員体制計画、救命士養成計画ということにつ

きましては、消防関係の人員体制計画として、昨年９月２９日に開催されまし

た、第４回の本組合議会定例会で答弁いたしましたとおり、今年度中途退職が

起こる以前から、私どもの職員が不足している４つの点を補うことができる２

７４名の職員数を確保することが必要であると考えておりまして、来年度、新

年度早期に、甲賀市、湖南市の両市担当課、関係課との協議を重ねながら、条

例定数の改正を図りたいと考えております。 

また、今年度以降、定年延長制度が導入されてまいりますので、この定年延

長による職員数の動向も加味しながら、５年、或いは１０年といった中長期的

なスパンで定数管理をしっかりと行いながら、現在のこの条例定数２０４名を、

例えば一旦は２２０名、また、２２０名になった時点で、もう一度さらにそこ

で検証し、分析して、どのような形が取れていくのか、そのような点を含めま

して定数管理に努めてまいりたいと考えております。 

そして、５点目後段の救命士養成計画でございますが、これまでにも担当課

において、本消防本部における救急出動件数と照らしながら、養成計画を立て

ているところであります。昨年度は、既に御承知いただいておりますように、

本消防本部設立以来、過去最多の件数となります６,８０１件の救急出動がござ

いました。このような状況におきまして、各消防署にどの程度救命士を配置す

ることが適当か積算しましたところ、４つの消防署併せて３８名の救急救命士

を配置する必要があるということが分かってきました。この試算には、水口消

防署や湖南中央消防署では、他の甲南消防署、信楽消防署、土山、甲賀、石部

といった分署と比較しまして、特に救急出動の件数が多いといったことから、

救急車１台当たりに救急救命士が２名程度乗車できることを想定し、その他の

消防署におきましても、救急車１台当たり１.５名が乗車できることを想定して

試算したものとなっております。 

これによりまして、現状を見ますと、本日現在の救命士の総数は５０名とな

っておりますが、このうち５名が３月末をもって退職いたします。４月１日現

在の総数は４５名となりますが、この４５名のうち、所属長や、消防本部にお

いて日勤対応している職員を除きますと、直接救急出動に携わる救命士の総数

は３６名となりまして、先程申し上げました水口、湖南中央の救急車１台あた

りに２名乗車、その他の消防署、分署は１.５名程度乗車として積算した３８名

には２名不足することになってまいります。 

そういった現状はございますが、今後はますます人口減少は続いてまいりま

すが、６５歳以上の高齢者が増え、救急出動件数はさらに増加若しくは横ばい

になるということも予想いたしておりますことから、１年目の救急救命士や概

ね５０歳を迎え管理職となっていく救命士の負担軽減も考慮した救急救命士の

養成を計画して、救命士の負担軽減を図りながら、地域救急医療の一端として、

その充実を図ってまいりたい、このように考えております。 

以上、答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） 山岡議員。 

５  番（山岡光広） 詳細にわたって御説明いただきましてありがとうございます。 

     かねてより本議会の中でも減員数については色々と議論があったところです。 

     先ほど御説明の中にありましたように、足りない部分を、言わば乗車の定員
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を減員することによって対応しておられるということなんですけれども、対応

としてはそうせざるを得ないというのは現実の問題としてよく分かりますけれ

ども、そのことによって、言わば本当に業務が遂行されるのかなと。その点が

一番心配どころだと思います。この間、そういう減員の体制の中で、対応して

いただいてて、困ったなと、或いは本当はこういう形で複数の体制で行くべき

だったなという、何かそういう経験とか、そういう状況とかいうのは、この間

起こらなかったどうか。消防長が仰るように計画的な増員を受け、計画を本当

にきちっとしていくということが大前提の問題ではありますけれども、当面の

対応としてね、やっぱりその業務の遂行に支障が出るというようなことがあっ

てはならないので、その点ちょっと確認だけしておきたいと思います。 

議  長（谷永兼二） 消防長。 

消 防 長（本田修二） 再質問いただきましたので、お答え申し上げます。 

     救命士の１人当たりの事務ボリュームのこの割合、負担増といったことにつ

きましては、これまでから多く発生しているものという風に考えております。

で、現在この救急出動につきましても、直近出動という体制も図りながら執っ

ております。 

     先ほど申し上げました、水口消防署、また、湖南中央消防署あたりのこの救

急出動件数は非常に多くございますので、そういった隊、そこの消防署の隊ば

かりが出動することなく、出動計画の見直しも含めて救命士の取るべき休息時

間、或いは休憩時間といったことも十分に考慮しながらそういった体制をとっ

ておりますのが現状でございます。したがいまして、今後の採用計画も含めた

中で、この出動計画の見直しといったことについても十分に検討してまいる必

要がある、このように考えております。 

     以上、答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） これで、山岡光広議員の質疑を終わります。ほかに質疑はあり

ませんか。 

議  長（谷永兼二） ９番、大島議員。 

９  番（大島正秀） 今回、行政組合が非常に難しい立場に立っているということは

よく分かるんですけれども、ただこれ職員を増やすというのは、説明を聞いて

いますと、２１名新規採用、先ほど９月末までは１８３名体制と。ただ言われ

ましたように、最低でも２２０名、基本的に言ったら、この意味がちょっと分

からないんですけどね、一応あの消防長が言われましたように２７４名という、

この数字を間違っていたらごめんね、これが本当の消防体制に必要なのか、そ

のことについて、消防長や執行部の皆さんに聞くより、これについて管理者ど

う思われます。この先のことについて。 

議  長（谷永兼二） 質疑に対する答弁を求めます。 

     管理者。 

管 理 者（生田邦夫） はい。 

     あの、色んな理由があると思います。今、お詫び方々新しい体制を整えると

いうことについて申し上げていますように、１つは我々の側に責任があると思

っています。 

     もう１つは、どこの職場もそうなんですけどね、ようけ辞めはんねやね。時

代が。どこも充足してません。それから先ほど御質問がありましたが、２７４

という数字の出し方については、国の出し方、理想は理想なんですけど。色々

あると思います。例えば、東京、大阪やったらね、救急で駐車しとくと、物が

無くなる、余計まいに１人、見張りの役目を置いとかなきゃならんちゅう誠に、

えっ、という状態があるんですね。救急車を留守にできないという状況があっ

て、えっ何してんやなといったことがあります。そういうことも含めて出され

た数字と現実的な数字というのは全然違いますから。私は２７４というのはそ
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れは、正直申しまして、これを満たそうとしたら、そこら中に問題が起きると

思います。で、人数が少のうても出動しなきゃならんという現場の役目があり

ますので。 

     もう１つは、いつも申し上げているんですけども、救急車に乗せてもええ人

数というのがありますね。むしろ、一緒に乗っていって欲しい、家族に乗って

欲しいねんわと、見といてやと、次の病院に着くまでに現実に見といてやと、

絶対に家族に乗ってもらいたいという局面はあるわけですね。しかしながら定

数オーバーになるというので乗せられないとかいう色んな側面があります。で

すが、現場の者たちは精一杯頑張っておりますわ。どうするえ、どうするえて

相談しながらやっとるんですけども、結構しんどいと思います。 

     で、今現在の状況から見ますと、２７４の数字にこだわるわけではないんで

すが、その数字は不可能に近い。全国的に見ても難しいと思います。その中で

現実的には足らんのは確かなんですが、その数字は無理と思っています。その

中で、やっていかなきゃならんと思っていますし。人が足らん状況の中でいる

のは確かですし、まずは偉そうなことは申しませんが、出来る限り努力しなき

ゃならん現場におります。それともう１つは、今回あの不祥事と言うて悪いで

すけれども、色んなことがありましたので、そこの信頼をまず回復して、あっ、

だったらよう頑張ってんねなと、ほなら私らも頑張ろうかなという風に思って

もらえるところまで持って行くのが私どもの役目かなということも思いながら、

すいません、１人ずつ１人ずつ増やしていかなきゃならんのですけれども。結

構しんどい局面あるのは確かなんですが、頑張ります、頑張っていかなならん

ので。これが現実ですわ。迷いながら。 

それと採用しても、先ほど申しましたように、１０人採用するとするでしょ、

そしたら１０人採用しても必ず、言い方悪いけどもお辞めになる方がおられる。

だからその決められた数字よりも多い目に採用しておくんやけれども、結果と

しては減るなという思いをして、えらいこっちゃな、えらいこっちゃなってい

うので現場では皆と相談しながらやっていると、これが現実です。答えにはな

らんのですけれども。難しい時代に入ったなという風に思います。変わりまし

たね、働き方改革。言うて悪いですけど、問題発言になります。働き方改革と

いうのは良い面での改革なのか、そうでないのか非常に微妙なとこに差し掛か

っているんじゃないでしょうか。全体に働く人が少なくなったのは確かなんで

す、と思っています。すいません。答えになりませんけど。頑張ります。 

議  長（谷永兼二） 大島議員。 

９  番（大島正秀） 珍しく歯切れが悪いですね。 

管 理 者（生田邦夫） はい。 

９  番（大島正秀） 私、今回のことに関して、別に何も行政組合だけがたくさん退

職されたとは思っておりません。今、管理者が言われましたように民間でもど

こでも一緒です。湖南市の職員でも辞められます。 

     今、言われましたように働き方改革、言葉的に言うて悪いですけども、私も

昭和２５年でございますので、やっぱり働くちゅうことに関して使命感、達成

感、やっぱり責任感ちゅうのがあったと思うんです。今の子が無いとは言わな

いんです、ただ、自分のしたい所に行きたい、そっちが勝ってるんだと思いま

す。それはそれで構いません。けども、やっぱりこの消防局とかいうのは、私

は使命感というのはものすごく大事やと思うんです。今回のことに関しても、

色んな不祥事と言うてはりますけども、私らは私ら湖南市の中では割と冷めた

考えを持っております。それはまた後日、色んな場で話をするかと思いますけ

ど、そこでもう１回、最後、質問です。 

     具体的な数字が何もないんで、２７４は絶対的に無理か知りませんけども、

私、色んな中で話聞いていますけど、２２０名は最低限要ると、そういう話は
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聞いていいるんですけど管理者、そこ再度ちょっと。 

管 理 者（生田邦夫） はい。今、言われた数字は、最低限の、 

議  長（谷永兼二） 管理者。 

管 理 者（生田邦夫） あ、ごめんなさい。すいません。最低限の数字は２２０なにが

しかの数字やと思ってます。で、みんなよく頑張ってるんですけどね、なかな

か難しい時代になっているんで、出来るだけ多い目に採用しようやと、プラス

アルファの分まで含めて応募してくれた人については、特に、特にですよ、言

うたらあかん言葉ですけど、地元から手を挙げてくれた人に関しては、出来る

限り入れとこうやと、いうことを言うてます。 

で、結構ね、問題発言しますとね、今回の件でも、問題発言です。軍隊、あ、

軍隊言うたらあきませんね。自衛隊職員に対しては、ワクチン早いこと打ちま

したね。医療に携わる者は早く打ちましたね。それから介護にいる人たちに対

しても。それと同じように消防関係の人たちは優先的に打ちましたね。優先的

に打ったということは、そんだけリスクを背負いながらも地域貢献、公共的な

サービスというものを展開するにおいて、必要だからということで考慮したわ

けでね。１つはそこに対する配慮があったというように思います。問題発言に

なりますけど。一般の職業ではないという、与えられた使命というものを全う

しなきゃならんちゅう立場だったということは確かだったと思ってます。そこ

のところを国も言いながら、それぞれ総務省の通達とか消防庁の通達とかいう

形で若干、曖昧なとこを残しました。それを現場に投げました。で、どっちし

たらええねやと。ここはこれ以上言うたらあかんのかなということを迷いなが

ら、それぞれ現場の責任を追及されました。自分たちは出来る限りクラスター

を発生しないために必死でやりました。その結果として、言い方悪いけどもボ

ロクソに言われました。でもしかしながら、その一端をマスコミも担ったと思

ってます。言葉悪いですけれども、問題発言させてもらうと、犯人探しをしま

した。我々そんなつもりでやったことはありませんし、必死で地域貢献しよう

という思いでやったことに間違いありません。誰かに対してハラスメントを行

おうと思ってやったわけじゃないです。彼らは必死でやりました。しかしなが

ら、その結果がむしろ評価されることなく。消防の現場だけじゃないですよ、

医療の現場も、介護の現場も、そこに責任を全部、責任を追及されました。い

ずれ改めて、冷静になった時に総括する時が来ると思いますが、そういう局面

の中でも頑張ってきたことに対しては、私は評価しております。私もこういう

人間でございますし、そういう時代を生きてきた人間としては、やはりプラス

アルファとして、地域における貢献、自分たちが選んだ職業に対する誇りとい

うものを持って、そろばんじゃない、そろばんで計算できないところにおける

職業に対するプライドがあるという風に思っていますし。彼らはよく頑張った

と思っておりますし、日本全国においてその場においてみんな頑張ったんだと

思いますし。私は評価すべきやと思ってます。一定の評価をすべきだと思いま

すし、してやるべきやと思ってます。ですから、今度これからどういう感染症

が流行るか分かりませんが、十分反省しながら次の対応を準備する。ただ、人

数だけじゃなしに、職員の質を上げなきゃなりません。それと、プライド。私

ら銭、金じゃないんじゃないでしょうか。そう思ってみんなよう仕事頑張って

ると思ってます。そう思ってますので。マスコミの、発表とは違う、或いは色

んな面において、世間の一定の、今現在の総括とは違うかも分かりませんが、

自分はずっと現場にいますので、そういう思いで彼らと一緒に仕事をしており

ます。以上であります。 

議  長（谷永兼二） これで、大島議員の質疑を終わります。ほかに質疑はありませ

んか。 
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（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 質疑なしと認め、質疑を終わります。 

     続いて、これから討論を行います。 

まず、原案に反対者の発言を許します。討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 討論なしと認め、討論を終わります。  

これから議案第５号、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計予算を採決しま

す。 

     本案は、原案のとおり決定することに賛成の方は、挙手願います。 

（挙手全員） 

議  長（谷永兼二） 挙手全員です。 

したがって、議案第５号、令和６年度甲賀広域行政組合一般会計予算は、原

案のとおり可決されました。 

議  長（谷永兼二） 暫時休憩いたします。再開は、１０時１５分といたします。 

（休憩 午前１０時０７分） 

（再開 午前１０時１５分） 

議  長（谷永兼二） 日程第８、一般質問を行います。 

     質問の通告がありますので、発言を許します。 

     ５番、山岡光広議員。 

５  番（山岡光広） それでは一般質問させていただきます。 

２つのテーマがありますので、それぞれ別々にということでさせていただき

たいと思います。 

まず１つは、先ほど消防長も仰ってましたけれども、年間でいいますと、

６,８００件を超える消防救急の出動があるということでした。そういうことも

含めまして、１１９の通報を適正利用していただきたい、こういうことも強調

しておられます。そこでの提案というか話なんですけれども、いわゆるその♯

７１１９の活用についてお伺いしたいと思います。 

家族の具合が悪いけども、救急車を呼んだ方がいいのかどうかなど、不安に

思っている時に全国的には♯７１１９救急安心センター事業というのが稼働し

ておりまして、救急車の有効活用と的確な医療機関の案内などに役立てると、

こういう風に言われているところです。救急安心センター事業を導入した自治

体のところでは、実際に利用した人にアンケートをとりましたら、８割強が役

に立ったと回答しておられるそうです。 

救急車の出動件数が増加傾向にある中ですので、救急車の有効活用にも役立

っていると思います。 

そこで、２点お尋ねをしたいと思います。 

１つは、先ほど概数を仰っていただきましたけど、甲賀消防管内の救急出動

件数の最近の動向はどうかということが１点と、もう１つは、これは一自治体

ということではなくて、ここで甲賀消防でってことになると、広域とこういう

ことになるわけですけれども、どういう形で可能なのか私もちょっとよく分か

りませんけれども、例えば県内１つとか、ああいう形になるのか、あるいは三

重県で言うたら、松阪のとこは一つの自治体でとこういう風に聞いております。 

そういったところで♯７１１９を導入するということについてね、こういう

ことできないのかどうか、その点についてお尋ねしたいと思います。 

議  長（谷永兼二） 質問に対する答弁を求めます。 

     消防長。 

消 防 長（本田修二） 失礼します。山岡議員の御質問にお答えします。 

     まず、甲賀消防管内の救急出動件数の動向はということでございますが、昨

年、令和５年の１年間の救急出動件数は先ほど答弁でお答えいたしましたよう
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に６,８０１件で、昭和４８年の本消防本部設立以来、過去最多の出動件数とな

りました。この救急発生状況を事故種別ごとに見ますと、急病が４,６２２件と

一番多く、次いで一般負傷が９２７件、その次が交通ということで５２２件と

なっております。また、救急車で搬送した人員につきましては、６,３３６人で

令和４年の搬送人員６,０７１人と比べて２６５人増加しているという状況でご

ざいます。 

     この搬送人員を傷病程度別で見ますと、軽症が３,７０５人と最も多く、全搬

送人員の約５８パーセントを占めて、次いで中等症が２,１７０人で、全搬送人

員の約３４パーセントを占めております。この傷病程度のうち、軽症者をさら

に年齢別で見ますと、１８から６５歳未満までの成年と、６５歳以上の高齢者

に係る軽症者の数は、併せて３,２２０人となっておりまして、救急搬送人員全

体の約５１パーセントを占める状況でございます。 

     次に、♯７１１９を導入する考え、ということにつきましては、昨年５月か

ら滋賀県が主体となりまして、県内各市町の担当、また、県内消防本部の担当

を集めまして、この♯７１１９導入に向けた情報連絡会議が開催されておりま

す。 

この会議におきまして本消防本部としましては、この♯７１１９は、重篤な

疾患の兆候がある相談者を、速やかに救急医療へ繋げる効果を期待するととも

に、滋賀県の軽症救急割合が５６パーセントと全国平均の４４パーセントより

も高い状況にありますことから、救急事案において大部分を占める軽症救急の

抑制と、救急車の適正利用を促す効果について、大きいものと期待しておりま

して、導入に当たっては、県民の均一的なサービスの享受と効率的に事業を認

知いただくといった観点から、滋賀県が主体となり導入いただくように要望を

しております。 

以上、御質問いただいた答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） ５番、山岡議員。 

５  番（山岡光広） ありがとうございます。前向きというか、導入の方向で検討し

ていただくということの御説明でした。 

仰るように均一というか、広域的っていうか、もし導入するなら滋賀県全体

でということの御検討だということなんですけど、この検討はおおよそですけ

どね、今お話をされておりまして、事務的な部分でのサイドでの検討事項かも

分かりませんけれども、令和６年度ということにはならないと思いますけれど

も、時期的にはどのぐらいを目途にして導入という風な議論をされているのか

どうか、その点だけちょっと確認のためにお尋ねしたいと思います。 

議  長（谷永兼二） 消防長。 

消 防 長（本田修二） 再質問にお答えいたします。 

まず、滋賀県として、県が主体となってこの♯７１１９を導入するという方

向で現在話が進んでおります。実際のところ、この費用負担に関する問題であ

ったり、県内各市町の費用負担、また、その効果の検証をすべきであるといっ

た議論がなされている状況にあるという風に承知をしております。滋賀県の方

では令和７年度にこの実施に向けた動きがあるということで、現在のところ承

知しておるような状況でございます。 

以上、答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） ５番、山岡議員。 

５  番（山岡光広） ありがとうございました。利用する人にとっても、また消防の

体制上にとっても、有効な形ではないかという風に思いますので、より検討し

ていただいて早期の実施を求めたいと思います。 

     もう１点、続きましてお伺いしたいと思います。 

     もう１点は災害時のドローンの活用についてお尋ねしたいと思います。平成
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２９年の９月議会で、私、このドローンを活用したらどうかという提案をさせ

ていただきましたら、令和３年の３月議会でも同様の質問をさせていただいた

時に、今年度ドローンを１台導入すると、こういうお答えでした。災害時に被

災地の上空を縦横無尽に飛び回れる小型の無人機ドローンが、先の能登半島の

地震でも大きな威力を発揮されたと言われています。甲賀消防管内消防署管内

でも、今現在１台配備されているようですけれども、やっぱりこの上空偵察で

確実な情報を得ることが大事っていう点からすると、それでもう１台、湖南と

甲賀という形で配備するということができないのかどうか、そういうことをす

れば、より災害時に機敏な対応に効果を発揮することができるのではないかと

いうことと、それから併せて、やっぱりこれ訓練が必要だということはこれま

でから言っておられました。その訓練についても、どうなっているのかお尋ね

をしたいと思います。 

議  長（谷永兼二） 質問に対する答弁を求めます。 

     消防長。 

消 防 長（本田修二） 山岡議員の、災害時のこのドローン活用について、さらにもう

１台配備して効果を発揮し、また訓練すべきではないかといった内容で御質問

いただいております。 

本消防本部におけるこの無人航空機、ドローンにつきましては、二次災害の

発生する可能性が高い現場での捜索、俯瞰的な情報収集に効果が期待できると

いったことから、救助事案における広範囲にわたる要救助者の検索、或いは、

土砂崩れ現場等の捜索のほか、大規模火災や林野火災における延焼、或いは、

残火、被害確認、火災調査における写真撮影等での使用を目的といたしまして、

令和３年３月５日から運用を開始しているところでございます。 

これまでの災害現場におけるドローンの活用事例としましては、火災事案で

２件、救助事案で４件、その他の災害事案１件、合計７件の事案において、ド

ローンを活用した事例がございます。ただし、このうち本消防本部のドローン

を活用した事案でございますが、火災事案１件と救助事案１件の計２件となっ

ております。他の事案につきましては、他の消防本部のドローンや警察機関が

民間委託にて運用されておりますドローン、そして甲賀市において運用されて

おりますドローン、さらには市民の方が所有されているドローン、このような

ものを使用した内容となっております。これらいずれの事案におきましても、

関係機関、そして所有者の方とお互いに情報交換、そして共有を図りながら、

有効にドローンを活用できたものと考えております。今後は、消防隊員が直接

立ち入ることが困難な事案や現場、早期に災害状況を把握するべく、より有効

にドローン活用をしたいという風に考えております。 

     議員御指摘のように、もう１台配備してはどうかということでございますが、

ドローン操作をする際は、航空法等の必要な知識の習得、操作に関する技術を

持った職員が必要となります。また、ドローン操作中の隊員は、当該操作に主

として従事いたしますので、他の活動が困難となってまいります。まずは、現

在運用しているこの１台をさらに活用するための体制を作りながら、それを最

優先に構築して、その上で、御指摘のように２台目の運用につきましても計画

してまいりたい、このように考えております。 

     以上、山岡議員からの一般質問の答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） ５番、山岡議員。 

５  番（山岡光広） ありがとうございます。 

     私、最初にドローンを導入したらどうかって言って、提案をさせていただき

ました平成２９年の９月議会の時は、消防長の方からドローンも良いけれども

やっぱりきちんと見るという点では、やっぱり防災ヘリを活用してやるのが良

いとこういうことだったと、当初そういうお話だったと思います。 
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     その後、ドローンを導入していただいて、先ほど仰っていただきましたよう

な有効な活用に役立てるということでした。 

お尋ねして、ちょっとお答えがなかったのでその点だけ再度お尋ねします。 

     先ほど私言いましたように、例えば防災ヘリとそれからドローンとどう活用

して、災害時に運用していくのかという訓練、こういう訓練をね、このやっぱ

り日常的な訓練が必要だと思うんですけれども、このドローンを操作する人、

それからまた他の消防体制、救急体制と併用して、どういう訓練をされてるの

か、その点だけちょっとお尋ねをしたいと思います。 

議  長（谷永兼二） 消防長。 

消 防 長（本田修二） 失礼いたします。 

     現状におきましては、滋賀県防災航空隊には上空偵察を含めまして、上空か

らの消火、救助の必要性を早期に判断し活動いただけるよう、火災や救助等の

災害情報の入電後、滋賀県防災航空隊に対し速やかに災害情報を提供しており

まして、当該航空隊の活動を早期に実施いただいているものと認識をしており

ます。 

また、火災救助等の災害規模によっては、消防本部より指揮支援隊が出動す

ることとなりますが、災害の形態によっては指揮支援隊がドローン活用の要否

を適切に判断いたしまして、災害状況の早期把握に努めたいと考えております。 

なお、ヘリとドローンを同時に飛行させるということは航空法の関係から可

能である部分、また不可能である部分もございますので、災害の形態において

有効であると思われる方法を適切に判断し、対応してまいりたいと考えており

ますし、これまでからそのような内容で運用しているというのが現状でござい

ます。御指摘のように今後そういった訓練につきましても現行の法令の範囲内

で適切に実施できるもの、或いは、できないものの住み分けをしながら訓練の

実施に向けて鋭意計画、検討してまいりたい、このように考えております。 

     以上、答弁とさせていただきます。 

議  長（谷永兼二） これで、山岡光広議員の一般質問を終わります。 

     以上で、一般質問を終わります。 

議  長（谷永兼二） お諮りします。 

本臨時会において議決された案件について、条項、字句、数字、その他整理

を要するものについては、その整理を議長に委任願いたいと思います。これに

御異議ありませんか。 

（「なし」の声あり） 

議  長（谷永兼二） 異議なしと認めます。 

 したがって、条項、字句、数字、その他の整理は、議長に委任することに決

しました。 

議  長（谷永兼二） これで、本日の日程は全部終了しました。 

 したがって、令和６年第１回甲賀広域行政組合議会定例会を閉会します。 

（閉会 午前１０時３３分） 
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以上、会議の次第は書記の記載したものであるが、その内容の正確であることを証す

るためここに署名する。 

 

 

甲賀広域行政組合議会議長  谷永 兼二 

 

 

 

同   議会議員  望月 卓 

 

 

 

 


